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１つぶのおこめ 
デミ／作・絵 さくまゆみこ／訳 光村教育図書 
 
ローベルおじさんのどうぶつものがたり 
アーノルド・ローベル／作 三木卓／訳  
文化出版局  
 
せかいいちうつくしいぼくの村 
小林豊／作・絵 ポプラ社 
 
でも、わたし生きていくわ 
コレット・ニース＝マズール／作 エステル・メーンス／
絵 柳田邦男／訳 文溪堂 
 
この世界いっぱい 
リズ・ガートン・スキャロン／文 マーラ・フレイジー／
絵 長田弘／訳 ブロンズ新社 
 
やまおやじ 
今森光彦／写真・文 小学館 
 
富士山にのぼる 
石川直樹／著 教育画劇 
 
マップス 新・世界図絵 
アレクサンドラ・ミジェリンスカ， 
ダニエル・ミジェリンスキ／作・絵  
徳間書店児童書編集部／訳 徳間書店 
 
美術館にもぐりこめ！ 
さがらあつこ／文 さげさかのりこ／絵 
福音館書店 
 
物語ること、生きること 
上橋菜穂子／著 講談社 
 
大人になるっておもしろい？ 
清水真砂子／著 岩波書店 
 
世界の言葉で「ありがとう」ってどう言う
の？ 
池上彰・稲葉茂勝／著 今人舎 
 
センス・オブ・ワンダー 
レイチェル・カーソン／著 上遠恵子／訳 新潮社 
 
10代のためのＹＡブックガイド150！ 
金原瑞人・ひこ田中／監修 ポプラ社 
 
 

読んでみませんか 

うちどくにおすすめの本 

家読（うちどく） 
本で 
家族の 
コミュニケーションを。 
 

おとなの方へ 
 
うちどくとは 
家族でいっしょに本を読んだり、 
本について話したりすることです。 
 
それぞれのご家庭にあった方法で、
本をつかった楽しい習慣を、はじめ
てみませんか。 
 
たとえば、 
◆家族で、図書館や書店にでかけ
て本を選ぶ 
◆おはなし会のように、子どもがおと
なに、おとなが子どもに、本を読んで
あげる 
◆読んでおもしろかった本を家族に
すすめる 
◆家族でうちどくの日を決めて、本
を読む時間をつくる  
などなど。 
 
できることから、始めてみましょう。 



 

 きこえる？ 

 はいじまのぶひこ／作  

 福音館書店 

 

 

 わたしたちは日々たくさんの、さまざまな音に囲まれて 

 暮らしています。静かななかで耳をすましてごらんなさい。 

 ふだん気づかずにいる、すてきな音が聞こえてきますよ。 

  

 ジュマンジ 

 クリス・バン・オールス  

 バーグ／作  

 へんみまさなお／訳 

 ほるぷ出版 

  

 ジュディとピーターが公園の木の下でひろったゲーム「ジュマ 

 ンジ」は、想像もつかないほどスリリングで異様なゲームでし 

 た。さて二人は、ゲームをやめることができるのでしょうか。 

                

 

 旅の絵本 Ⅰ～Ⅷ 

 安野光雅／絵  

 福音館書店  

  

  

 絵本で世界を旅してみましょう。 

 細かく丁寧に描かれたいろいろな風景、人のいとなみ。 

 じっくりながめると、たくさんの楽しい発見があります。 

 

 ルリユールおじさん 

 いせひでこ／作  

 講談社  

 

 大切にしていた植物図鑑がばらばらになってしまったソフィー 

 は、ルリユール（製本職人）という職業があることを知り、 

 たずね歩きます。出会ったルリユールおじさんの見事な 

 手仕事で、図鑑は立派によみがえります。 

  

 

 子どもたちの遺言 

 谷川俊太郎／詩  

 田淵章三／写真  

 佼成出版社  

 

 「生まれたよ ぼく やっとここにやってきた まだ眼は 

 開いていないけど まだ耳も聞こえないけど ぼくは知って 

 る ここがどんなにすばらしいところか―」 子どもたちの声 

 を、詩人の谷川さんが代弁してくれる詩集です。 

 

 三びきのコブタの 

 ほんとうの話 

 ジョン・シェスカ／文  

 レイン・スミス／絵  

 いしくまさちこ／訳  

 岩波書店  

 だれもがよく知っている「三びきのこぶた」のおはなしです 

 が、オオカミに言わせれば、ぶたがでっち上げた話なんだ 

 とか。オオカミが語るほんとうの話を聞いてみましょうか。 

 

 地球生活記 

 世界ぐるりと家めぐり 

 小松義夫／写真・文  

 福音館書店  

 

 家なんて、どこの国でもそんなに変わらないでしょ、と思って 

 いるあなた。そんなことはありません。人の数だけ家があ 

 る、その土地にあった暮らしがあるのです。 

 

 視覚ミステリーえほん 

 ウォルター・ウィック／写真・文  

 林田康一／訳  

 あすなろ書房  

 

 さあ、この本でたっぷりだまされて、不思議な体験をして 

 ください。視力には自信がある人も、首をかしげてしまう 

 錯視（さくし）の世界。みんなで盛りあがりましょう。 

 

  八月の暑さのなかで 

  ホラー短編集 

  金原瑞人／編訳  

  岩波書店  

 

 奇妙な味わいの話、ぞくぞくする話、怖いんだけれどくせに 

 なるのがホラー小説です。15話のクールな話で、ちょっと 

 した気分転換をどうぞ。 

 


